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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の学習・教育目標において設定している「学生が卒業（修了）時に身につける学力や資質・能

力，養成する人材像」を達成するために，準学士課程及び専攻科課程のカリキュラムを構築し，教育

活動を展開している（資料１－１－①－７参照）。各学科・専攻のカリキュラムにおけるそれぞれの

科目の役割・位置づけにより，科目毎に学習・教育目標との対応を明確にしており，シラバスに明記

して学生にも周知している（資料６－１－①－１）。 

 準学士課程及び専攻科課程の講義科目及び演習科目については，科目毎に授業の概要，授業内容，

達成目標，評価方法と基準をシラバスに明記し，担当教員はそれぞれの評価方法と基準に基づいて定

期試験や提出物等によってその科目の達成度を評価している。また，卒業研究，専攻科研究，工場実

習（準学士課程）・インターンシップ（専攻科課程），実験・実習及び一部ゼミ科目については，学

科・専攻に共通の基本となる評価方法を定めており，基本評価項目以外の項目（プレゼンテーション

等）も加味する科目ではその旨も合わせてシラバスに明記し，評価方法と基準に基づいて科目毎の達

成度を把握・評価している。 

 また，準学士課程第１学年～３学年において，各学年30時間以上の「特別活動」を実施し，主に担

任教員が中心となって，学習教育目標達成のために「学習」及び「生活」の両面についてきめ細かな

指導を行っている。「特別活動」には「サイエンス講話」や「進路指導ガイダンス」等も含まれ，こ

れらを通じて早い段階から技術者に必要な心構えや多様な価値観を育むよう努めている（資料６－１

－①－２）。 

 卒業（修了）時に身につける学力や資質・能力の達成状況については，教務委員会を経て，全教員

が参加する教員会議（進級，卒業及び修了判定会議）において，「第１学年から第３学年における学

業成績評価並びに進級の認定に関する規程」，「第４学年及び第５学年における学業成績の評価並び

に進級及び卒業の認定に関する規程」，「専攻科の授業科目の履修等に関する規程」に基づいて適正

に評価している（資料６－１－①－３～５，資料５－３－①－４～５参照）。 

準学士課程における共通選択科目（５年次４科目，計４単位）では発展的な教養科目あるいは学

際的な基礎専門科目を配置し，幅広い知識の修得が可能となっているが，選択した科目に拠らず卒業

時に必要な一般科目及び専門科目の単位が修得できる（資料６－１－①－１参照，資料５－１－①―

２～３参照）。 

 一方，専攻科課程における専門選択科目では発展的共通専門科目及び学際的専門科目を配置し

ているが，準学士課程４年生から専攻科課程２年生までの教育プログラムはＪＡＢＥＥに対応した

「生産システム工学」の教育プログラムとして設計しており，ＪＡＢＥＥの学習・教育目標と専攻科

の学習・教育目標が共通であるために，ＪＡＢＥＥプログラム修了者は修得した選択科目に拠らず専

攻科課程の各学習・教育目標が達成できるシステムとなっている（資料１－１－①－９参照，資料２

－１－②－４参照）。従って，ＪＡＢＥＥプログラム修了認定はそのまま専攻科の学習・教育目標を

達成したことに他ならない（資料６－１－①－６）。なお，ＪＡＢＥＥプログラム修了認定は専攻科

会議及び教務委員会を経て，教員会議で行っている（資料５－３－①－４参照）。 
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 準学士課程及び専攻科課程いずれにおいても，評価割合70％以上に相当する評価対象（定期試

験答案・小テスト・レポート等）を全科目について保存しており，評価が適正に行われているかにつ

いて，教育点検・評価委員会がチェックを行い，さらにその点検・評価を受けて教育改善委員会が教

務委員会に改善案を提起できるようになっている（資料６－１－①－７～11）。 

 

観点６－１－① 資料一覧 

資料６－１－①－１ 科目と学習・教育目標との対応 

        （出典：学生課資料） 

資料６－１－①－２ 特別活動実施内容  （出典：学生課資料） 

資料６－１－①－３ 第１学年から第３学年における学業成績評価並びに進級の認定に関する 

規程    （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.58） 

資料６－１－①－４ 第４学年及び第５学年における学業成績の評価並びに進級及び卒業の認 

定に関する規程  （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.64） 

資料６－１－①－５ 専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

        （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.89） 

資料６－１－①－６ ＪＡＢＥＥプログラム修了判定表 

         （出典：教務委員会資料） 

資料６－１－①－７ 成績評価シート   （出典：学生課資料） 

資料６－１－①－８ 教育点検評価委員会の規程 （出典：規程集） 

資料６－１－①－９ 教育改善委員会の規程  （出典：規程集） 

資料６－１－①－10 平成 18 年度教育点検評価委員会活動報告書 

        （出典：教育点検評価委員会資料） 

資料６－１－①－11 平成 18 年度教育改善委員会活動報告書 

        （出典：教育改善委員会資料） 
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資料６－１－①－１ 

科目と学習・教育目標との対応（抜粋） 
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資料６－１－①－１続き 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－①－２ 

 

特別活動実施内容 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－①－３ 

 

第１学年から第３学年における学業成績評価並びに進級の認定に関する規程（抜粋） 

 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校学則に基づき、第１学年から第３学年における、

試験、学業成績の評価、授業科目（以下「科目」という。）及びその単位の修得の認定並び

に進級の認定等について定めることを目的とする。 

   第２章 試験 

 （定期試験） 

第２条 定期試験は、前期末及び後期末に、期間を定めて行う。 

２ 前項の試験を行わないで評価し得る科目については、これを実施しないことがある。 

 （中間試験） 

第３条 中間試験は、学習指導上必要と認める科目について、各期の中間に行う。 

 （追試験） 

第４条 定期試験又は中間試験を、病気、忌引その他やむを得ない理由で、受験できなかった

学生に対しては、追試験を行うことができる。 

 （追認試験） 

第５条 修得できなかった科目（以下「未修得科目」という。)があって進級した学生は、第３

学年までを限度として、当該科目の修得のため、追認試験を受けなければならない。 

２ 前項に該当する学生は、追認試験受験願（様式１号）を学級担任及び科目担当教員を経

て、校長に提出しなければならない。 

   第３章 学業成績の評価、科目の履修、修得及び単位の修得の認定 

 （学業成績の評価） 

第６条 学業成績の評価は、各期末に行う。 

２ 各期の評価は、試験の成績、学習状況及び出席状況等を考慮し、各科目毎に１００点法で

行う。 

３ 学年の評価は、各期の評価を総合したものとする。 

４ 出席時数が、出席すべき時数の４分の３に満たない学生については、その科目の学年の評

価は行わない。 

５ 出席日数が、出席すべき日数の４分の３に満たない学生については、全科目の学年の評価

は行わない。 

６ 追認試験の評価は、当該年度の１１月末日までに行い、５０点を上限とする。 

 （科目の履修の認定） 

第７条 出席時教が、出席すべき時数の４分の３以上の科目については、履修したものとして

認定する。 

 （科目とその単位の修得の認定） 

第８条 履修した科目の学年の評価が、５０点以上の科目については、科目とその単位を修得

したものとして認定する。 

 （試験を受けなかった場合） 

第９条 正当な理由がなく、定期、中間及び追試験を受けなかった学生については、当該科目

の試験の成績は零点とする。 

 （不正行為を行った場合） 

第１０条 試験中に不正行為を行った学生については、当該試験期間中に行われた全科目の試

験の成績は零点とする。 

   第４章 進級の認定 

 （進級の認定） 

第１１条 進級の認定は、教員会議を経て、校長が行う。 

２ 進級の認定にあたっては、原則として次の名号の基準に該当していなければならない。 

 一 学則別表第１及び第２に掲げる、各学年の科目を履修していること。 

 二 当該学年までの累積未修得科目が２科目以下であること。 
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資料６－１－①－３続き 

 

 三 別表１に掲げる科目とその単位を修得していること。 

 四 各学年において、特別活動の出席時数が出席すべき時数の４分の３以上であること。 

 五 第３学年にあっては、当該学年までに履修した全科目の合計単位数のうち別表２に掲げ

る単位数を修得していること。 

３ 別に定める鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する規程により認

定された単位数は、前項第５号による累積修得単位数に加算することができない。 

 （原級留置） 

第１２条 進級を認定されない学生は原級留置とし、その学年の科目を再履修しなければなら

ない。 

２ 原級留置になった学生が、原級留置になった年度において修得した科目とその単位は無効

とする。 

３ 休学による場合のほか、連続して２回原級にとどまることはできない。 

   第５章 雑 則 

 （学業成績の評語） 

第１３条 学業成績を評語で表す場合は、優、良、可及び不可とし、その区分は次のとおりと

する。 

評   語 優 良 可 不 可 

評 価 点 100～80 79～60 59～50 49以下 

（記録） 

第１４条 各科目の学年における学業成績の評語及び進級の認定の結果は、指導要録に記録し

なければならない。 

 （成績通知票） 

第１５条 前期及び学年の評価は、成績通知票により保護者に通知する。 

２ 成績通知票には、１００点法で記載する。 

 （学業成績証明書） 

第１６条 学業成績証明書には、修得した科目について第１３条に定める評語をもって記載す

る。 

２ 原級留置になった学生の場合は、再履修した学業成績の評価を記載する。 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p．58） 

 

資料６－１－①－４ 

 

第４学年及び第５学年における学業成績の評価並びに進級及び卒業の認定に関する規程（抜粋） 

 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校学則に基づき、第４学年及び第５学年における、

試験、学業成績の評価、授業料目（以下「科目」という。）及びその単位の修得の認定並び

に進級及び卒業の認定等について定めることを目的とする。 

   第２章 試験 

 （定期試験） 

第２条 定期試験は、前期末及び後期末に行う。 

２ 前項の試験を行わないで評価し得る科目については、これを実施しないことがある。 

 （追試験） 

第３条 定期試験を、病気、忌引、その他やむを得ない理由で受験できなかった学生に対して

は、追試験を行うことができる。 
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 （単位追認試験） 

第４条 前年度において履修した科目のうち、修得できなかった科目（以下「末修得科目」と

いう。）があって進級した学生については、当該年度を限度として、当該科目の単位の修得

のため、単位追認試験を行うことができる。 

２ 前項の試験を受けようとする学生は、単位追認試験受験願（様式１号）を学級担任又は指

導教員及び科目担当教員を経て、校長に提出しなければならない。 

   第３章 学業成績の評価、科目の履修、修得及び単位の修得の認定 

 （学業成績の評価） 

第５条 学業成績の評価は、各期末に行う。ただし、卒業研究及びゼミ科目の評価は、学年末

に行う。 

２ 各期の評価は、試験の成績、学習状況及び出席状況等を考慮し、各科目毎に１００点法で

行う。 

３ 学年の評価は、各期の評価を総合したものとする。 

４ 出席時数が、出席すべき時数の４分の３に満たない学生については、その科目の学年の評

価は行わない。 

５ 出席日数が、出席すべき日数の４分の３に満たない学生については、全科目の学年の評価

は行わない。 

６ 単位追認試験の評価は、当該年度の１１月末日までに行い、６０点を上限とする。ただ

し、第３学年時における未修得科目については５０点を上限とする。 

 （科目の履修の認定） 

第６条 出席時数が、出席すべき時数の４分の３以上の科目については、履修したものとして

認定する。 

 （科目とその単位の修得の認定） 

第７条 履修した科目の学年の評価が、６０点以上の科目については、科目とその単位を修得

したものとして認定する。 

 （試験を受けなかった場合） 

第８条 正当な理由がなく、定期及び追試験を受けなかった学生については、当該科目の試験

の成績は零点とする。 

 （不正行為を行った場合） 

第９条 試験中に不正行為を行った学生については、当該試験期間中に行われた全科目の試験

の成績は零点とする。 

   第４章 進級及び卒業の認定 

 （進級及び卒業の認定） 

第１０条 進級及び卒業の認定は、教官会議を経て校長が行う。 

２ 進級の認定にあたっては、原則として次の各号の基準に該当していなければならない。 

 一 第１学年からその学年までに、修得した科目の累積修得単位数（追認された科目の単位

数も含む。）が別表１に掲げる単位数に達していること。 

 二 別表２に掲げる科目とその単位を修得していること。 

３ 別に定める鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する規程により認

定された科目及び単位数の範囲内で、前項第１号による累積修得単位数に加算することがで

きる。 

４ 卒業の認定にあたっては、原則として次の各号の基準に該当していなければならない。 

 一 第５学年において、第２項に掲げる要件を満たしていること。 

 二 卒業研究の評価が可以上であること。 

 （原級留置） 

第１１条 進級又は卒業を認定されない学生は原級留置とし、その学年の科目を再履修しなけ

れはならない。 

  ただし、その評価が優及び良（ただし、別表２に掲げる科目を除く）であった科目並びに

可以上の評価となった工場実習の科目については、履修を免除することができる｡ 

２ 原級留置になった学生が、原級留置になった年度において修得した科目とその単位は無効

とする。 
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ただし、前年度において評価が優及び良（ただし、別表２に掲げる科目を除く）であった科目

並びに可以上の評価となった工場実習の科目について、第３項による履修免除顧を提出し承

認された場合は、その学年の科目及び単位を既に修得したものとして認定し、その評価をそ

の学年の評価とする。 

３ 前項ただし書前段に該当すると認められる科目については、履修免除願（様式２号）を学

級担任又は指導教員及び科目担当教員を経て、校長に提出し履修免除の承認を受けることが

できる。 

４ 休学による場合のほか、連続して２回原級に留まることはできない。 

   第５章 雑 則  

（学業成績の評語） 

第１２条 学業成績を評語で表す場合は、優、良、可及び不可とし、その区分は次のとおりと

する。 

標   語 優 良 可 不 可 

評 価 点 100～80 79～70 69～60 59以下 

 （記録） 

第１３条 各科目の学年における学業成績の評語並びに進級及び卒業の認定の結果は、指導要

録に記録しなけれればならない。 

 （成績通知票） 

第１４条 前期及び学年の評価は、成績通知票により保護者に通知する。 

２ 成績通知票には、１００点法で記載する。 

 （学業成績証明書） 

第１５条 学業成績証明書には、修得した科目について第１２条に定める評語をもって記載す

る。 

２ 原級留置になった学生の場合は、再履修した学業成績評価を記載する。その場合、履修免

除願を提出し承認を受けた科目については、再履修したものとする。 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p．64） 

 

資料６－１－①－５ 

 

専攻科の授業科目の履修等に関する規程（抜粋） 

 

（目的） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校学則（昭和３８年４月１日制定。以下「学則」という。）

第４５条第３項及び第４７条の規定に基づき、専攻科の授業科目の履修方法及び成績の

評価並びに修了の認定等について定めることを目的とする。 

（授業） 

第２条 授業の１単位時間は標準５０分とする。 

２ 授業は，講義、演習、実験及び実習のいずれか、又はこれらの併用により行うものと

する。 

３ 授業科目の単位の計算方法は、１単位の履修時間を授業時間及び授業時間外に必要な

学修をあわせて４５時間とし、次の基準により単位数を計算するものとする。 

一 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

二 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

三 実験及び実習については、４５時間の授業をもって１単位とする。 

（履修方法） 
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資料６－１－①－５続き 

 

第３条 授業科目の履修に当たっては、年度当初に、別に定める「履修届」を提出しなけ

ればならない。 

（試験） 

第４条 試験は、定期試験、追試験及びその他の試験とする。 

２ 定期試験は、各学期末に一定の期間を定めて実施する。 

３ 追試験は、病気その他やむを得ない理由により、定期試験を受けられなかった者に対し

て実施する。 

４ その他の試験は、授業科目の担当教員が必要と認めたとき実施することがある。 

（成績の評価） 

第５条 成績は、授業科目ごとに第４条に規定する試験の成績及び平素の学習状況等を総

合して100点法で評価し、次の区分によって評定する。 

評   定 優 良 可 不可 

評   点 100～80  79～70  69～60  59～0  

（単位の認定） 

第６条 前条の規定に基づき、優、良または可に評価された授業科目については、当該授

業科目の単位を修得したものとして認定する。 

（再履修） 

第７条 単位を認定されなかった授業科目は、別に定める「再履修願」を提出し、次年度

において再履修することができる。 

（他の教育施設において履修した単位の認定） 

第８条 大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望する者は、事前に

別に定める「受講届」を提出しなければならない。 

２ 前項の規定により授業科目を履修し修得した単位については、２０単位を超えない範

囲で専攻科における授業科目の履修とみなし、単位の修得を認定することができる。 

（修了に必要な要件） 

第９条 専攻科の修了にあたっては、学則第４５条第１項に定めるものの他、次の区分に

より単位を修得しなければならない。 

専攻名 
一般科目 専攻専門科目 共通専門科目 

計 
必修 選択 必修 選択 選択 必修 

機械電気シス

テム工学専攻 
４ ２以上 22 30以上 ４ 62以上 

物質工学専攻 ４ ２以上 22 30以上 ４ 62以上 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p．89） 
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資料６－１－①－６ 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料６－１－①－７ 

 

成績評価シート（抜粋） 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－①―８ 

鶴岡工業高等専門学校教育点検評価委員会規程（抜粋） 

 

 （趣旨）  

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校教員組織規程第14条第3項の規定に基づき、教育点検

評価委員会（以下「委員会」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 教育目標、方針、手段および教育環境の点検評価に関する事項 

二 ＪＡＢＥＥプログラムの点検評価に関する事項 

三 その他教育の点検評価に関し必要な事項 

 （組織）  

第３条 委員会は、教員のうちから校長が指名した者をもって組織する。 

２ 委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。 

３ 前項の任期の終期は、委員となる日の属する年度の末日とする。ただし、欠員が生じた場合

の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員会に委員長を置き、第３条第１号の委員のうちから校長が指名する者をもって充てる。 

５ 委員長は、会議を招集し議長となる。ただし、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長

が指名する委員がその職務を代行する。  

 （委員以外の出席） 

第４条 議長は、必要と認めた場合は、委員以外の者を会議に出席させ、その意見を求めること

ができる。  

（出典：規程集） 

 

資料６－１－①―９ 

鶴岡工業高等専門学校教育改善委員会規程（抜粋） 

 

 （趣旨）  

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校教員組織規程第14条第3項の規定に基づき、教育改善

委員会（以下「委員会」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 教育目標、方針、手段および教育環境の改善に関する事項 

二 ＪＡＢＥＥプログラムの改善に関する事項 

三 その他教育の改善に関し必要な事項 

 （組織）  

第３条 委員会は、教員のうちから校長が指名した者をもって組織する。 

２ 委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。 

３ 前項の任期の終期は、委員となる日の属する年度の末日とする。ただし、欠員が生じた場合

の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員会に委員長を置き、第３条第１号の委員のうちから校長が指名する者をもって充てる。 

５ 委員長は、会議を招集し議長となる。ただし、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長

が指名する委員がその職務を代行する。  

 （委員以外の出席） 

第４条 議長は、必要と認めた場合は、委員以外の者を会議に出席させ、その意見を求めること

ができる。   

（出典：規程集） 
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資料６－１－①－10 

平成18年度教育点検評価委員会活動報告書（抜粋） 

 

（出典：教育点検評価委員会資料） 
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資料６－１－①－11 

平成18年度教育改善委員会活動報告書（抜粋） 

 

（出典：教育改善委員会） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準６ 

 

- 297 - 

（分析結果とその根拠理由） 

 各学科・専攻のカリキュラムにおけるそれぞれの科目の位置づけにより，科目毎に学習・教育目標

との対応を定めており，担当教員による科目毎の成績評価から卒業及び修了判定まで，いずれも明記

された評価方法と基準及び規定に基づいて厳密に実施されている。さらに学生の学力・能力等の向上

及び教育体制の一層の充実のため，計画 → 実行 → 点検 → 改善 の組織的な対応がなされている。 

以上により，高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修了）

時に身に付ける学力や資質・能力や養成する人材像について，その達成状況を適切に把握・評価する

ための取組がなされていると判断できる。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 平成14年度から５年間の準学士課程各学年の単位修得率は平均で92.5％～98.8％の高い値となって

おり，進級率は平均で87.0％～99.1％である。また卒業率（編入学生を除いた卒業生数／当該卒業生

の入学時学生数）は80％前後で推移しており，総卒業率（卒業生数／当該卒業生の入学時学生数）は

99％前後となっている。進学率は40％前後で推移している（資料６－１－②－１）。 

本校では資格取得を奨励し，実用英検や工業英検については進級及び卒業に必要な累積単位とし

て認めている（資料６－１－②－２）。本校において在学中の取得を奨励している各種資格の取得者

数は毎年60～100名程度（延べ人数）である（資料６－１－②－３）。 

 卒業研究及び専攻科研究については，項目毎に評価方法を明確に定めており，厳密に評価を行うこ

とによって，適正な水準を達成した学生のみを合格としている（資料６－１－②－４）。これまで卒

業研究及び専攻科研究が不合格になった学生はいない。 

本校の卒業研究や専攻科研究を通じて得られた研究成果のうち，過去３年間で学生自身が学会・研

究会等で発表した研究報告は，準学士課程・専攻科課程合わせて30件／年以上あり，平成18年度には

専攻科学生が第一著者である論文も２報発表されている（資料６－１－②－５）。また学会賞等を受

賞した研究発表もある（資料６－１－②－６）。 

 

観点６－１－② 資料一覧 

資料６－１－②－１ 準学士課程における過去５年間の単位修得率，進級率，卒業率・総卒業 

率及び進学率   （出典：学生課資料） 

資料６－１－②－２ 鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する実施要 

項    （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.76） 

資料６－１－②－３ 各種資格取得者数  （出典：学生課資料） 

資料６－１－②－４ 卒業研究および専攻科研究評価方法 

        （出典：平成 19 年度 シラバス，ｐ.22） 

資料６－１－②－５ 学生の研究実績  （出典：地域共同テクノセンターリポート） 
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資料６－１－②－６ 学会賞等を受賞した学生の研究発表 

       （出典：地域共同テクノセンターリポート） 

 

資料６－１－②－１ 

準学士課程における過去５年間の単位修得率，進級率，卒業率・総卒業率及び進学率 

 

単位修得率 

学年 
年 度 

14 15 16 17 18 平均 

1 99.6% 96.3% 99.1% 99.4% 99.6% 98.8% 

2 97.6% 98.7% 97.0% 98.8% 98.6% 98.1% 

3 93.5% 95.8% 94.2% 95.7% 99.0% 95.6% 

4 96.5% 86.8% 87.6% 94.5% 97.0% 92.5% 

5 99.4% 98.1% 98.1% 97.2% 99.1% 98.4% 

 

進級率 

学年 
年 度 

14 15 16 17 18 平均  

1 100.0% 99.4% 99.4% 97.5% 99.4% 99.1% 

2 97.5% 99.4% 96.2% 97.6% 98.1% 97.8% 

3 96.4% 92.1% 89.2% 89.0% 98.2% 93.0% 

4 86.7% 88.6% 82.2% 85.3% 92.3% 87.0% 

 

卒業・総卒業率 

年 度 14 15 16 17 18 

卒業率 81.0% 77.8% 82.4% 78.8% 78.1%  

総卒業率 99.3% 99.3% 99.3% 98.6% 99.3%  

 

進学率 

年 度 14 15 16 17 18 

進学率 37.1% 41.5% 35.4% 41.9% 27.8%  

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－②－２ 

 

鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する実施要項（抜粋） 

 

１ 鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する規程（以下「規程」という）

第６条により、規程第１条の工場実習における学修及び規程第２条第１号から第４号に掲げる学

修の取り扱いを定めることを目的とする。 

 

２ 単位を認定できる学修等について、次のとおり定める。 

単位を認定できる学修 名    称 科 目 名 備   考 

 

文部科学省認定能力検定

試験における学修 

実用英語技能検定試験（以

下「実用英検」という。） 
実 用 英 検 〇 級 

校外学修（一般科目）と

して取り扱う 

工業英語技能検定試験（以

下「工業英検」という。） 
工 業 英 検 〇 級 校外学修（専門科目）と

して取り扱う 
工場実習における学修 工 場 実 習 工 場 実 習 

 

３ ２で定める実用英検及び工業英検並びに工場実習の、規程第５条第３項に定める累積修得単位

数は、次のとおり定める。 

科  目  名 
(１)規程第４条第２項第２号

で認定可能な修得単位数 

実用英検 

準 ２ 級 １ 単 位 

２ 級 ２ 単 位 

準 １ 級 ４ 単 位 

１ 級 ６ 単 位 

工業英検 

３ 級 １ 単 位 

２ 級 ４ 単 位 

１ 級 ６ 単 位 

工 場 実 習 １ 単 位 

（３）実用英検、工業英検の複数の級に同時に合格し、（１）に定める単位の認定を同時に申請し

た場合は、上位の級に対応する単位を認定する。 

（４）実用英検、工業英検に合格し、（１）に定める単位の認定の申請があった場合で、すでに認

定された単位がある場合は、既に認定された単位数を差し引いた単位のみを認定する。 

 

４ ３の（１）に定める単位は、申請が出され認定された年度の単位数とする。 

 

５ ３の（２）に定める科目で、累積修得単位として申請し認められた授業科目は、受講辞退願を

提出しその科目の受講を辞退することができる。ただし、工場実習については、この取り扱いか

ら除くものとする。 
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資料６－１－②－２続き 

 

６ ３の（２）に定める累積単位の認定の申請は、第１学年から当該学年までの分を第４学年時及

び第５学年時に行うものとする。 

 

７ 規程第４条第２項第１号から第３号により認定された単位は、次のとおり評価する。 

（１）規程第４条第２項第１号及び第２号に定める学修は、１００点法で評価する。 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p．76） 

 

資料６－１－②－３ 

各種資格取得者数    

資 格 名 
年度 

16 17 18 

実用英語技能検定（準2級〜1級） 35 27 56 

工業英語能力検定（4級〜1級） 1 22 4 

基本情報処理技術者試験 10 3 7 

情報処理技術者 初級システムアドミニストレーター 23 3 9 

危険物取扱者 甲種 5 7 6 

危険物取扱者 乙種 11 3 15 

ソフトウェア開発技術者試験 7 1 3 

 

（出典：学生課資料） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準６ 

 

- 301 - 

 

資料６－１－②－４ 

卒業研究および専攻科研究評価方法 

 

（出典：平成19年度 シラバス，ｐ．22） 
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資料６－１－②－５ 

学生の研究実績 

 

学会発表（口頭発表・ポスター発表） 
 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

準学士課程 19件 10件 12件 

専攻科課程 15件 24件 20件 

 

論文・研究レポート等（第一著者のみ） 
 

第一著者名 論文題目 雑誌名・巻・頁・発行年 

小泉 寛也 

（機械電気ｼｽﾃﾑ工学専攻２年） 

ルーバ状開口部を持ったエンクロージャ

の音響放射とその能動消音に関する研究 

鶴岡工業高等専門学校研究

紀要，41，39-46(2006) 

荒木 孝将 

（物質工学専攻１年） 

新規重合性イオン液体の合成と 

その特性解析 

鶴岡工業高等専門学校研究

紀要，41，47-52(2006) 

 

（出典：地域共同テクノセンターリポート） 
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資料６－１－②－６ 

 

学会賞等を受賞した学生の研究発表 

 

学生名 発表タイトル 受賞名 

加藤 翔平 

（機械電気ｼｽﾃﾑ工学専攻2

年） 

転がり軸受の保持器を利用する 

トラクション減速機の特性 

日本機械学会東北支部独創研究

学生賞 

井上 美知代 

（物質工学科5年） 
山形県鶴岡市及び村山市の酸性雨の現状 

第９回化学工学会学生発表会

（東京大会）優秀賞 
 

 

 

  

（出典：地域共同テクノセンターリポート） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 単位修得率，進級率，卒業（修了）時の状況，卒業研究及び専攻科研究等の内容・水準から判断し

て，本校の学習・教育目標に対応した成果や効果が上がっていると判断できる。 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 専攻科課程第１期生が修了した平成16年度から18年度までの準学士課程卒業生及び専攻科課程修了
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生のほとんどが，当初の希望通り就職あるいは進学している（資料６－１－③－１）。 

準学士課程においては毎年60％前後の学生が就職を希望している。18年度までの過去５年間の求人

倍率の平均は13.7倍と高く，就職率は100％であることから，本校卒業生が社会から強く求められて

いることが分かる。また専攻科課程修了生については年度によって大きく異なるが70～90％の学生が

就職を希望し，同様に就職率は100％である。卒業生・修了生の就職先は建設業，食料品，化学工業，

一般機械器具，電気機械器具，輸送用機械器具，鉄鋼業，精密機械器具，金属製品，電気・ガス・水

道業等の各業種となっている。過去３年間で製造業に分類される企業へ就職した卒業生・修了生の割

合は51.7％～63.0%であり，基本教育目標の「創造力に富んだ技術者」を世に送り出す任務は果たし

ている（資料６－１－③－２）。また，山形県内企業へも多数の卒業生・修了生が就職しており，そ

の数は過去３年間卒業生・修了生合わせて平均30名／年である（資料６－１－③－３）。特に，全就

職者に占める県内企業就職者の割合は年々増加傾向にあり，本校の使命である地域に密着した工学系

高等教育機関として山形県の科学技術産業の発展に寄与し貢献することを達成している（資料６－１

－③－３参照）。なお，毎年30名前後の卒業生・修了生がサービス業に分類される企業へ就職してい

るが，その多くがソフトウェアや各種システムの開発および保守管理等を行っている企業である． 

一方，準学士課程から専攻科・大学への進学者率については全体として増加傾向にあり，特に本校

専攻科への進学者が増えている。進学先はほとんどが工学・理学系となっており，準学士課程での５

年間の教育を基礎として，科学技術に関するより専門性の高い知識を修得しようとする意欲ある学生

を輩出している（資料６－１－③－４）。 

 

観点６－１－③ 資料一覧 

資料６－１－③－１ 進路状況一覧表     （出典：学生課資料） 

資料６－１－③－２ 卒業生・修了生の就職先業種別一覧  （出典：学生課資料） 

資料６－１－③－３ 県内企業就職者数     （出典：学生課資料） 

資料６－１－③－４ 進学先一覧      （出典：学生課資料） 
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資料６－１－③－１ 

進路状況一覧表 

準学士課程 

 卒業生総数 就職者数 進学者数 その他・自営 

平成16年度 147 95 52 0 

平成17年度 137 76 61 0 

平成18年度 151 108 42 1 

 

専攻科課程 

 修了者数 就職者数 進学者数 その他・自営 

平成16年度 13 12 1 0 

平成17年度 18 13 4 1 

平成18年度 15 13 2 0 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－③―２ 
 

卒業生・修了生の就職先業種別一覧 

業 種 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

製 

造 

業 

食料品 5 0 4 

繊維工業 1 2 3 

出版・印刷 0 1 0 

化学工業 15 13 20 

鉄鋼業 1 0 2 

金属製品 2 3 0 

一般機械器具 4 6 5 

電気機械器具 12 7 17 

輸送用機械器具 5 5 5 

精密機械器具 7 2 9 

その他 6 7 10 

建設業 7 3 8 

卸売・小売業 2 1 4 

金融・保険・不動産 0 0 2 

運輸・通信業 2 5 2 

電気・ガス・水道業 3 2 1 

サービス業 32 30 25 

官公庁 2 1 1 

教育・学習支援業（学校教育） 1 1 0 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料６－１－③－３ 
 

県内企業就職者数 

 
準学士課程卒業生 専攻科課程修了生 計 

人数 就職者に占める割合 人数 就職者に占める割合 人数 就職者に占める割合 

平成１６年度 23 24.2% 6 50.0% 29 27.1% 

平成１７年度 19 25.0% 6 46.2% 25 28.1% 

平成１８年度 34 31.8% 2 16.7% 36 30.3% 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－③－４ 

 

進 学 先 一 覧 

  
大 学 名 

  
学部名 

第38回卒業生 第39回卒業生 第40回卒業生 

    （平成16年度) （平成17年度) （平成18年度) 

  長 岡 技 術 科 学 大 学   （工学系） 18 10 10 

  豊 橋 技 術 科 学 大 学   （工学系） 8 4 1 

  北 海 道 大 学   工学部  1  

  岩 手 大 学   工学部  3 1 

  秋 田 大 学   工学資源学部  2  

  山 形 大 学   工学部 2 3  

  茨 城 大 学   工学部 1   

  〃   教育学部  1  

  筑 波 大 学   第三学群（工学系学類）   1 

  宇 都 宮 大 学   工学部  1  

  千 葉 大 学   工学部  1  

  東 京 農 工 大 学   工学部 2 1  

  東 京 工 業 大 学   生命理工学部 1   

  電 気 通 信 大 学   電気通信学部  2 2 

  新 潟 大 学   工学部 6 4 9 

  〃   理学部   1 

  富 山 大 学   工学部  1  

  三 重 大 学   工学部 1   

 鶴 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 専 攻 科  （工学系） 11 21 16 

 米 子 工 業 高 等 専 門 学 校 専 攻 科  （工学系） 1   

  東 海 大 学   工学部     1 

合   計 51 55 42 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 就職者，進学者の分布や求人倍率等から見て，本校の掲げる教育目標において意図している人材を

養成し，教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育
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の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 従来から教育達成度評価として学生自身による「授業アンケート」を実施している（資料６－１－

④－１）。「授業アンケート」の結果は速やかに集計し，担当教員に提示している（資料６－１－④

－２）。担当教員は集計結果から学生の学習到達度等が把握でき，必要に応じて授業改善を行ってい

る。平成18年度授業アンケートの「内容全体に対する理解度」について，「60～80％理解できた」

「80％以上理解できた」と回答した学生の割合は，合わせて準学士課程で51.9％，専攻科課程で

57.1％であった（資料６－１－④－３）。 

平成17年度からはＪＡＢＥＥプログラム対応学年である準学士課程４・５年生及び専攻科課程１・

２年生にそれぞれ「学修の記録」を記入させ，学生の自覚を促している（資料６－１－④－４～５）。

「学修の記録」では，本校の「学習・教育目標」に配置した科目ごとに成績を自分で記載し，総括的

に学校の意図した教育の成果や効果が上がっているか，５段階での「自己評価」を行うようにしてい

る。さらに準学士課程４・５年生（ＪＡＢＥＥプログラム前期）及び専攻科課程（ＪＡＢＥＥプログ

ラム後期）のそれぞれについて学習・教育目標の達成度を３段階にて評価させている。 

また平成18年度からは準学士課程卒業時に準学士課程５年間での学習・教育目標の達成度評価を実

施している（資料６－１－④－６）。その結果，各目標の平均で87％以上の学生が準学士課程の学習

・教育目標を達成できたと実感している（資料６－１－④－７）。なお学習・教育目標(F)「論理的

表現力と英語力を身につける。」のみが70％弱と低い数字を示したが，93％以上の学生が当該教育目

標に係る全科目を修得していることから，身につけた論理的表現力や英語力を実践する機会が少ない

ことが理由であると思われる（卒業判定資料）。 

一方，専攻科課程修了時に「学修の記録」中に記載させた専攻科課程の学習・教育目標の達成状況

を見ると，各学習・教育目標について達成度を記入した修了生の84％以上が達成できたと実感してお

り，うち三つの項目については100％達成できたと評価している（資料６－１－④－８）。 

 

観点６－１－④ 資料一覧 

資料６－１－④－１ 授業アンケート    （出典：教育改善委員会資料） 

資料６－１－④－２～３ 授業アンケート集計結果  （出典：学生課資料） 

資料６－１－④－４ 準学士課程４・５年生用「学修の記録」 （出典：教務委員会資料） 

資料６－１－④－５ 専攻科課程学生用「学修の記録」  （出典：教務委員会資料） 

資料６－１－④－６ 準学士課程学習・教育目標達成度評価アンケート 

          （出典：教務委員会資料） 

資料６－１－④－７ 準学士課程学習・教育目標達成度評価アンケート集計結果 

          （出典：学生課資料） 

資料６－１－④－８ 専攻科課程学習・教育目標達成度評価集計結果 

          （出典：学生課資料） 
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資料６－１－④―１ 

授業アンケート 
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資料６－１－④―１続き 

 

 

 

（出典：教育改善委員会資料） 
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資料６－１－④－２ 

授業アンケート集計結果（抜粋） 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－④－３ 

アンケート集計結果（授業全体に対する理解度） 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準６ 

 

- 313 - 

 

資料６－１－④－４ 

 

準学士課程４・５年生用の学修の記録 

 

不開示情報 
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資料６－１－④－４続き 

 

準学士課程４・５年生用の学修の記録 

 

不開示情報 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料６－１－④－５ 

 

専攻科課程学生用の学修の記録 

 

不開示情報 
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資料６－１－④－５続き 

 

専攻科課程学生用の学修の記録 

 

不開示情報 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料６－１―④－６ 

平成18年度 学習・教育目標達成度評価アンケート（平成19年3月19日実施） 

 

学科を選択して下さい．（番号を○で囲んで下さい） 
 

1．機械工学科   2．電気工学科   3．制御情報工学科       4．物質工学科 

 

以下の(A)～(G)は本校準学士課程（本科1年～5年）の「学習・教育目標」です．各目標の下に記載されている具体的な

達成目標（A－1，E－2等）も参考にして，本校卒業時における「学習・教育目標」の達成度をそれぞれ評価し，該当する番

号を○で囲んで下さい． 
 

(A）知識を統合し多面的に問題を解決する構想力を身につける。 

A－1 工学の基礎となる理論を理解し，実践を通して工学のセンスを身につける。（校訓「理魂工才」）  

A－2 自ら学び自ら思考しながら，幅広い分野の知識を身につける。（校訓「自学自習」） 

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

 

(B) 地球的視野と技術者倫理を身につける。 

B－1 日本と世界との関わりあいについて関心をもち，広い視野でものごとを考えることができる。  

B－2 技術と人間社会や地球環境の関係について理解し，技術者が持つべき倫理観の必要性を認識する。 

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

 

(C) 数学，自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。 

C－1 工学の基礎となる，数学や自然科学の基礎知識を身につける。 

C－2 基礎的な実験や実習を通してその技術を実際的に身につける。 

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

 

(D) 工学の基礎学力と情報技術を身につける。 

D－1 どの分野にも必要な共通の基盤技術である基礎工学を身につける。  

D－2 コンピュータをはじめとするさまざまな情報機器を利用する技術を身につける。  

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

 

(E) 一つの得意専門分野をもち，生産技術に関する幅広い対応能力を身につける。 

E－1 得意とする専門分野の知識，技術を身につける。  

E－2 得意とする専門分野と人間社会との関連について理解できる。  

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

 

(F) 論理的表現力と英語力を身につける。 

F－1 日本語の文章の内容を正確に理解し，自分の考えを的確に伝えることができる。  

F－2 日常的に使用される英語文の内容を理解し，自分の考えを英語で伝えることができる。  

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

  

(G) 計画的，継続的，客観的な問題解決能力を身につける。 

G－1 解決すべき問題を，客観的にとらえて，計画的，継続的に学習することができる。 

 
1．達成できた．       2．達成できなかった． 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料６－１－④－７ 

平成18年度 学習・教育目標達成度評価アンケート集計結果（準学士課程５年生，平成19年3月19日実施） 

 

  

機械工学科 電気工学科 制御情報工学科 物質工学科 合  計 

卒業生 回答数 卒業生 回答数 卒業生 回答数 卒業生 回答数 卒業生 回答数 

39 37 38 36 37 37 37 36 151 146 

学習・教育目標 達成できた 達成できなかった 達成できた 達成できなかった 達成できた 達成できなかった 達成できた 達成できなかった 達成できた 達成できなかった 

(A）知識を統合し多面的に

問題を解決する構想力を

身につける。 

30人 81.1% 7人 18.9% 30人 83.3% 6人 16.7% 32人 86.5% 5人 13.5% 33人 91.7% 3人 8.3% 125人 85.6% 21人 14.4% 

(B) 地球的視野と技術者

倫理を身につける。 
34人 91.9% 3人 8.1% 33人 91.7% 3人 8.3% 36人 97.3% 1人 2.7% 36人 100% 0人 0.0% 139人 95.2% 7人 4.8% 

(C) 数学，自然科学の基

礎学力と実験・実習による

実践力を身につける。 

35人 94.6% 2人 5.4% 31人 86.1% 5人 13.9% 34人 91.9% 3人 8.1% 33人 91.7% 3人 8.3% 133人 91.1% 13人 8.9% 

(D) 工学の基礎学力と情

報技術を身につける。 
32人 86.5% 5人 13.5% 32人 88.9% 4人 11.1% 35人 94.6% 2人 5.4% 33人 91.7% 3人 8.3% 132人 90.4% 14人 9.6% 

(E) 一つの得意専門分野

をもち，生産技術に関する

幅広い対応能力を身につ

ける。 

33人 89.2% 4人 10.8% 29人 80.6% 7人 19.4% 34人 91.9% 3人 8.1% 36人 100% 0人 0.0% 132人 90.4% 14人 9.6% 

(F) 論理的表現力と英語

力を身につける。 
28人 75.7% 9人 24.3% 22人 61.1% 14人 38.9% 24人 64.9% 13人 35.1% 27人 75.0% 9人 25.0% 101人 69.2% 45人 30.8% 

(G) 計画的，継続的，客観

的な問題解決能力を身に

つける。 

34人 91.9% 3人 8.1% 30人 83.3% 6人 16.7% 31人 83.8% 6人 16.2% 34人 94.4% 2人 5.6% 129人 88.4% 17人 11.6% 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－④－８ 

 

平成18年度 学習・教育目標達成度評価集計結果（専攻科課程２年生） 

 

  機械電気システム工学専攻 物質工学専攻 合  計 

学習・教育目標 十分達成・達成 不十分 十分達成・達成 不十分 十分達成・達成 不十分 

(A）知識を統合し多面的に問題を

解決する構想力を身につける。 
87.5％ 12.5％ 100％ 0％ 91.7％ 8.3％ 

(B) 地球的視野と技術者倫理を

身につける。 
88.9％ 11.1％ 100％ 0％ 92.3％ 7.7％ 

(C) 数学，自然科学の基礎学力と

実験・実習による実践力を身につ

ける。 

100％ 0％ 100％ 0％ 100％ 0％ 

(D) 工学の基礎学力と情報技術

を身につける。 
準学士課程で達成済 

(E) 一つの得意専門分野をもち，

生産技術に関する幅広い対応能

力を身につける。 

100％ 0％ 100％ 0％ 100％ 0％ 

(F) 論理的表現力と英語力を身に

つける。 
77.8％ 22.2％ 100％ 0％ 84.6％ 15.4％ 

(G) 計画的，継続的，客観的な問

題解決能力を身につける。 
100％ 0％ 100％ 0％ 100％ 0％ 

 

（出典：学生課資料） 



鶴岡工業高等専門学校 基準６ 

 

- 320 - 

（分析結果とその根拠理由） 

 全学生による科目毎の「授業アンケート」，準学士課程４・５年生及び専攻科課程学生が自ら記載

する「学修の記録」及び「達成度評価アンケート」を通じて達成状況を確認した結果，本校の意図す

る教育の成果や効果は上がっている。 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校は高専機構本部による「卒業生による学校評価アンケート」に参加し，平成19年１月に準学士

課程卒業後５年目の卒業生137名（平成13年度卒）を対象として，学校評価アンケートを実施してい

る。 

「出身校の教育内容，学校運営等に関しての満足度」に関する調査では，「総合満足度」で「大変

満足」と「やや満足」の合計が約70％であった。個々の項目については「専門科目の講義」（同

80.8%），「専門科目の実験」（同76.9%），「専門科目の実習」（同73.1%），「卒業研究」（同

61.5%）等，所属学科で受けた専門教育および研究活動に対する満足度が高いことが分かる（資料６

－１－⑤－１）。また本校の教育に関して，「特に身に付いたと考えているもの」や「卒業後の経歴

において役に立っていると考えているもの」として卒業生の約70％が「専門科目の基礎力」を挙げて

いる。同じく「専門科目の基礎技術」を挙げた卒業生も46.2%と高い割合であった。また，「特に身

に付いたと考えているもの」として「問題認識力」，「問題解決力」を挙げた卒業生が，それぞれ

38.5％，34.6%であった（資料６－１－⑤－２）。以上の結果から，本校の教育の成果は上がってお

り，特に本校の基本教育目的に掲げている「専門分野の基礎を良く理解し，実際の問題に応用できる

能力を培う」が十分に達成されていると判断できる。 

一方，進路先などの関係者からの意見聴取については，これまで卒業生が就職した企業を中心に県

内企業186社及び県外企業209社を対象に平成16年12月に実施したＪＡＢＥＥプログラムに関するアン

ケートの中で，本校卒業生に対する評価について調査を行っている。166社から回答を得ている。調

査項目「鶴岡高専の卒業生の評価」のうち，「勤務成績に対する評価」に関しては「非常に満足」と

「満足」が83％を占めている。また「卒業生の優れている点」として「技術的基礎知識」と「誠実

さ」が挙げられ，「卒業生の不足している点」として「英語力」と「プレゼンテーション力」が挙げ

られている（資料６－１－⑤－３）。 

 

観点６－１－⑤ 資料一覧 

資料６－１－⑤－１ 出身校の教育内容，学校運営等に関しての満足度調査 

        （出典：学生課資料） 

資料６－１－⑤－２ 出身校の教育に関しての調査 

       （出典：学生課資料） 

資料６－１－⑤－３ 企業アンケート結果 （出典：ＪＡＢＥＥ自己点検書，裏付け資料） 
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資料６－１－⑤－１ 

出身校の教育内容、学校運営等に関しての満足度（平成１９年１月アンケート実施） 

    １．大変満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない ４．あまり満足していない ５．全く満足していない 備 考 

ア 専門科目の講義 １９．２％ （５人） ６１．５％ （16人） ７．７％ （２人） １１．５％ （３人） ０％ （０人）   

イ 専門科目の実験 １９．２％ （５人） ５７．７％ （15人） １１．５％ （３人） １１．５％ （３人） ０％ （０人）   

ウ 専門科目の実習 １５．４％ （４人） ５７．７％ （15人） １９．２％ （５人） ７．７％ （２人） ０％ （０人）   

エ 工場実習・インターンシップ １１．５％ （３人） ４２．３％ （11人） ３４．６％ （９人） １１．５％ （３人） ０％ （０人）   

オ 卒業研究 １９．２％ （５人） ４２．３％ （11人） ２３．１％ （６人） １１．５％ （３人） ３．８％ （１人）   

カ 人文社会一般科目 １２．０％ （３人） ２８．０％ （７人） ４０．０％ （10人） １６．０％ （４人） ４．０％ （１人） 未回答１名 

キ 自然科学系一般科目 ４．０％ （１人） ４０．０％ （10人） ４０．０％ （10人） ８．０％ （２人） ８．０％ （２人） 未回答１名 

ク 英語 ０％ （０人） ７．７％ （２人） ４２．３％ （11人） ３８．５％ （10人） １１．５％ （３人）   

ケ 教育施設・設備 ３．８％ （１人） ５３．８％ （14人） ２３．１％ （６人） １５．４％ （４人） ３．８％ （１人）   

コ 厚生施設・設備 ０％ （０人） ３２．０％ （８人） ３６．０％ （９人） ２８．５％ （７人） ４．０％ （１人） 未回答１名 

サ 課外活動 １１．５％ （３人） ３４．６％ （９人） ４２．３％ （11人） ７．７％ （２人） ３．８％ （１人）   

シ 学寮生活 ２４．０％ （６人） ３６．０％ （９人） ２４．０％ （６人） １２．０％ （３人） ４．０％ （１人） 未回答１名 

ス 生活相談、生活指導 ８．０％ （２人） ２０．０％ （５人） ６８．０％ （17人） ４．０％ （１人） ０％ （０人） 未回答１名 

セ 進路相談、進路指導 １１．５％ （３人） ２３．１％ （６人） ５７．７％ （15人） ３．８％ （１人） ３．８％ （１人）   

ソ 資格取得 ０％ （０人） ３．８％ （１人） ３８．５％ （10人） ３４．６％ （９人） ２３．１％ （６人）   

タ 総合満足度 ７．７％ （２人） ６１．５％ （16人） ２３．１％ （６人） ３．８％ （１人） ３．８％ （１人）   

        

 ※回答者は２６名である。項目によっては未回答の者もいる。  

 ※小数点以下２位を四捨五入しているので、合計が必ずしも１００％にならない場合もある。  

 ※調査対象者は、本科卒業後５年目の者である。 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－⑤－２ 

 

出身校の教育に関しての調査（平成１９年１月アンケート実施） 

 

 

出身校の教育に関

して、自分自身に特

に身に付いたと考え

ているもの 

左のうち、本校卒業

後の経歴において、

役に立っていると考

えているもの 

出身校の教育に関

して、今後、教育の

充実をはかるべき

と考えているもの 

（５つまで回答可） （５つまで回答可） （３つまで回答可） 

1 専門科目の基礎力 
１９人 １８人 ４人 

７３．１％ ６９．２％ １５．４％ 

2 専門科目の応用力 
３人 ０人 ２人 

１１．５％ ０％ ７．７％ 

3 専門科目の基本技術 
１２人 １２人 ３人 

４６．２％ ４６．２％ １１．５％ 

4 人文社会系の一般教養 
１人 ０人 ２人 

３．８％ ０％ ７．７％ 

5 自然科学系の一般教養 
２人 １人 ２人 

７．７％ ３．８％ ７．７％ 

6 英語力 
２人 ０人 １４人 

７．７％ ０％ ５３．８％ 

7 論理的思考力 
７人 ５人 ０人 

２６．９％ １９．２％ ０％ 

8 問題認識力 
１０人 ７人 ２人 

３８．５％ ２６．９％ ７．７％ 

9 問題解決力 
９人 ５人 ２人 

３４．６％ １９．２％ ７．７％ 

10 対人交渉力 
４人 ２人 ６人 

１５．４％ ７．７％ ２３．１％ 

11 プレゼンテーション力 
５人 

１９．２％ 

５人 

１９．２％ 

１０人 

３８．５％ 

12 コミュニケーション力 
７人 ６人 ６人 

２６．９％ ２３．１％ ２３．１％ 

13 創造力 
５人 ５人 ３人 

１９．２％ １９．２％ １１．５％ 

14 実践力 
６人 ４人 ３人 

２３．１％ １５．４％ １１．５％ 

15 技術者倫理 
１人 ０人 ２人 

３．８％ ０％ ７．７％ 

16 その他 
０人 ０人 １人 

０％ ０％ ３．８％ 

※回答者は２６名であるが、複数の項目を回答してよいことにした。 

※調査対象者は、本科卒業後５年目の者である。 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－⑤－３ 

企業アンケート結果 
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資料６－１－⑤－３続き 

 

 

（出典：ＪＡＢＥＥ自己点検書，裏付け資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校卒業生，修了生及び進路先関係者から意見を聴取した結果からは，本校での教育は総じて好評

であると評価でき，英語力やプレゼンテーション能力など今後改善すべき問題点も的確に指摘されて

いるので，教育の成果や効果が上がっていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程で，学習・教育目標や到達度目標に科目が対応づけられており，学生が卒業（修了）

時に身につける学力や資質・能力についての達成状況を把握し，全体を点検評価し，改善し，実施

するシステムが整備されている点 

専攻科課程でも，学習・教育目標や到達度目標が明確であり，その達成をＪＡＢＥＥプログラム

修了認定の判定で保証するシステムが整備されている点 

 

（改善を要する点）  

 論理的表現力と英語力の向上のための，学生への十分な動機づけと具体的施策 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程及び専攻科課程とも，学習・教育目標や到達度目標が明確であり，単位修得状況や卒業

（修了）状況から判断して，高等専門学校としてその目的に沿った形で組織的な取り組みがなされ，

運用の実績も上がっている。 

また，卒業研究や専攻科研究の内容や水準から判断し，研究水準も確保されている。 

就職者や進学者の内容や求人倍率等から見て，本校の人材養成目的に見合った成果や効果が上がっ

ている。 

在学生対象の授業アンケートやＪＡＢＥＥ対象学年での「学修の記録」への記載などのシステムも

定着しており，教育の点検や改善の実も上がっている。 

学生が本校の教育に基本的に満足していることは，卒業（修了）生及び企業等の進路先による総合

評価や満足度評価にもあらわれており，また英語力や論理的プレゼンテーション能力が弱い等の問題

点も的確に把握されており，今後の教育改善に生かすことができる。 

以上により，教育の目的において意図している，学生が身につける学力，資質・能力や養成しよう

としている人材像等に照らし，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

 

 


